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福島大学 矯正×共生展 
（福島刑務所×行政政策学類刑事政策ゼミ）を開催します！ 

（12/10～12/12） 
 

このたび、福島刑務所と行政政策学類刑事政策ゼミ（担当教員：高橋有紀）

は、12月 10日（水）～12日（木）(一部行事は 16日まで)の期間に「福島大学 

矯正×共生展」を開催いたします。 

今年 3月に締結した本学地域未来デザインセンターと福島刑務所の包括連携

協定の趣旨に照らし、「矯正展」を通して、福島大学の学生・教職員や地域の方々

が「地域共生社会」について考えるきっかけとなる企画を数多く予定しており

ます。  

来場の呼び掛けとともに当日の様子を取材していただければ幸いです。 

 

 

 福島県再犯防止推進計画には、「県内の大学等と連携した広報啓発」が盛り込

まれており、刑事政策ゼミではこの趣旨を踏まえて、2021年以降、毎年 12月に

福島刑務所との共催による「福島大学矯正展」を開催してきました。 

 

今年は、3月に福島大学地域未来デザインセンターと福島刑務所が、福島大学

と福島刑務所の相互の経験やノウハウを共有し「真の地域共生社会」を実現す

ることを目指して締結した包括連携協定の趣旨に照らし、「福島大学 矯正×共

生展」と題して、刑務作業製品即売会にて福島県内の福祉事業所や学内の学生

サークルにも出店や発表をしていただくなど、学内外からの来場者が、犯罪を

した者等をも取り残さない「真の地域共生社会」について多様な切り口から考

えるきっかけとすることを目的として開催いたします。 

また、刑事政策ゼミの学生と刑務所職員が混成チームを組んで、包括連携協

定を活かして地域共生社会の実現につながる企画を考え発表する「アイディア

コンテスト」（令和 6年 12月 11日(水)開催の定例記者会見で発表の予定です）

や、福島刑務所が製作した刑務所の居室の実寸大の模型や制服の展示などの企

画も一般公開いたします。 

 

大学と刑事施設と地域が一体となった取組みを通して、犯罪をした者等をも

取り残さない安全・安心な社会について学内外の多くの市民が考えるきっかけ

を作りたいと考えておりますので取材方どうぞよろしくお願いいたします。 



プレスリリース 

 

 

 

＜日程＞（別紙にて学生作成のチラシを添付しますので適宜ご活用ください。） 

 

【刑務作業製品等即売会】 

12月 10日（火） 福島大学 S棟前中央広場 

※11時 30分よりテープカット実施 

 12月 11日（水）、12日（木） 福島大学大学会館（生協）2階 大集会室 

※3日間とも 11時～14時 30分に実施します。 

模擬居室等の展示、福祉事業所や学内サークルの出展は 11日、12日のみおこ

ないます。 

 

【パネル展示】 

12月 10日（火）～12月 16日（月） 福島大学フクニチャージ図書館 

1階ロビー 

 

【シンポジウム（アイディアコンテスト）】 

12月 10日（火）13時～16時 福島大学フクニチャージ図書館 

1階プレゼンテーションエリア 

13 時 20 分～14 時 20 分ごろまで各チームで意見を出し合い、14 時 40 分より

各チームのプレゼンテーション、15時 30分より審査結果発表、来賓の講評をお

こないます。 

 

＜お願い＞ 

 いずれの企画も取材可能です。また、学外者に来場を呼び掛ける報道も歓迎

いたします。 

 

 （お問い合わせ先） 

行政政策学類 准教授 高橋 有紀 

電 話：090-5033-9296 

メール：y-takahashi@ads.fukushima-u.ac.jp 



共生ってなんだ？

共生×矯正展2024
in福島大学

刑務作業製品等即売会

シンポジウムパネル展示

12月10日 (火) 

3・4限

→図書館1階
プレゼンテーションエリア

見学自由(途中退席可)

12月10日(火)～16日(月)

→図書館1階ロビー

12月10日(火)

→S棟前広場

12月11日(水)・12日(木)

→学生会館2階大集会室

ゼミ生×福島刑務所職員の
混成チームによる
包括連携協定活性化コンテスト

福島刑務所と高橋ゼミが共同で行った
活動について紹介します
受刑者向けの就労支援説明会や
意見交換会など

刑務所で作られた
「安くて質が良い」製品を販売。
その他”共生”に関わる
ゲスト出店・イベントあり

福島で暮らす私たちが、共に”生きやすい”社会をつくるために
刑務所で行われている取り組みも、少し覗いてみませんか。

主催：行政政策学類 高橋有紀ゼミ

本企画は福島大学地域未来デザインセンターと福島刑務所の包括連携協定に基づく取り組みです。


